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１年報は、1 9 9 7年度に奈良I I f l 立文化財研究所がおこなった調盗・研究・事業の報告で
ある。

２年報は全体で３分冊より術成されており、年報1 1 には飛鳥藤原宮跡発掘調査部がお
こなった発掘調査の報告を、年報Ⅲには平城宮跡発掘調査部がおこなった発掘調査
の報告を褐戦している。年報Ｉには、両調査部の発掘調森報告をのぞく各種の
訓在・研究・掘業を収録した。

３執蛾考梢は各項にⅢl 記したが、執龍蒋名のないものは、担当部局の協力を得て、編
集群がまとめたものである。

４年報Ｉ．Ⅱ. Ⅲでは、いずれも〕' 1 研究所の刊行物について、以下の略号を用いた。
『奈良倒立文化財研究所年報l 9 9 5 j →昨報l 9 9 5 j ．
『飛鳥・藤原宮発掘調査報告皿→『藤原報告Ⅲ』
『平城宮発掘調査報( 1ｆＸｊ→『平城報告Ｘ』
『飛鳥・藤原宮発掘調在概報2 5』→『藤原概報2 5』
『昭和60年度平城宮跡１１１跡発掘訓在部発掘調査概報ｊ→『昭60平城概報ｊ
『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報1 0』→『藤原木簡概報1 0』
『平城宮発掘調裾出上木簡概報3 0」→『平城木簡概報3 0ｊ
各執錐者の所屈は以下のように省略した。
平城宮跡発掘調査部→平城調査部
飛鳥藤原宮跡発掘洲在部→藤原訓盃部
埋蔵文化財センター→埋文センター

５年報の装噸は柴永文夫氏による。綿集・レイアウトについては、財肘| 法人千里文化
財l j l 出版部・柴永』} ＃務所が協力した。英文' 二|次はエドワース・ウォルター氏（天理
大学）による。

６年報Ｉの編集は松井章・杉山洋、年報Ⅱの編集は巽淳一郎、年報Ⅲの編集は箱崎和
久が担当した。
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